
Action（アクション）
令和３年１２月
岡山教育事務所～地域全体で子どもたちを支え、まちを元気にする一歩を踏み出そう～

より良いPTAを目指し
てアクション！編

第21号子どもたちの「生きる力」を育むために

学校づくり・地域づくりに関わる全ての皆さんへの情報紙 これまでの
情報紙はこちら

ＰＴＡ活動、どうしていけばいいのかなあ。今までの
ままで本当にいいのかな。

PTA役員

１０月１４日（木）から１１月３０日（火）までの期間で、「より良いPTAを目指してアク
ション！」をテーマに、PTA等指導者研修会（後期）がYouTubeによる動画配信により開催さ
れました。研修内での大塚 玲子 氏の講話「保護者と学校に必要なもの～これからのPTA活動を
考える～」の中では、御自身の豊富な取材経験を基に全国の好事例を交えながら、PTA活動を
見直していく観点が示されました。その一部を紹介します。

私は全国のPTAを取材してきました。

その中には、「今まではこうだった」にとらわれず、より
良い形に変えていこうとするPTAがたくさんありました。

ライター 大塚玲子氏

活動を見直すヒントとして、
・ＩＴ（オンライン）化
・活動のスリム化
・無料会員制度の導入
等に取り組んだ事例を紹介します。

裏面に続く。

「前例踏襲」＋「目的忘却」
に陥ってはいませんか。
「何のために」「どのような
活動を」展開していくのかを話
し合うことが必要です。

受講した方の事後アンケートより

活動ありきではなく、強制にせず、保護者同士（保護者と先生）
の情報共有や意見交換等を大切にしながら、より良いPTA活動を
展開していきませんか。

役員はみんな平等にやるものだと思ってい
ました。でも、講話の中で一人親世帯や介護
などで大きな負担になる家庭もあるのだと気

付かされ、多様な人が参加しやすい活動
のあり方を考えていきたいなと思いました。

慣例主義にならずに、本当に必要なことは

何かを考えて、私たちのＰＴＡに合わせた
組織や活動にしていきたいです。
まずは、保護者の皆さんにアンケート
で問いかけてみることから始めます。

ＩＣＴを活用してＷｅｂ会議やＷｅｂアンケートを実施したり、バザーオンライン
サイトを新たに設けたりしました。新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から活動方法を
見直してきたことが、前例踏襲から抜け出すことにつながりました。今後、保護者が心身の負
担無くPTA活動に参加できるように役員を中心に話し合っていきます。

詳しい内容は、
こちら。
大塚氏の講話へ



お知らせ

倉敷市立天城小学校PTA

学校主体だった子どもた
ちの健康を考える取組を
PTA主体のものにし、取り
組んでいます。

会員の声を丁寧に聞きなが
ら、活動のスリム化を図って
いったプロセスがよく分かる
内容です。

「できる人が できる時に
できる事を」という考えで、
大胆に組織の改革を進めて
います。

本号で紹介した令和３年度PTA等指導者研修会（後期）の

研修動画は令和４年３月末まで視聴可能です。

個人での御視聴に限らず、PTAの役員で共有したり研修会
等で会員のみなさんで視聴したりするなど御活用ください。

実践発表を紹介します。ぜひ御覧ください！

上記ＱＲコードより岡山教育事務所HPへ。
もしくは、「岡山教育事務所 PTA等指導

者研修会」で検索してください。

高梁市立川面小学校PTA 玉野市立荘内中学校PTA

「無理をしなくてもい
い」と共通認識をもって、保護
者の声に耳を傾けながら話し合
い、活動を見直していったこと
が素晴らしいと思いました。

保護者と学校が協力し合
う姿や、保護者同士が情報
を交換できる場があって、
温かさを感じました。素敵
な取組ですね！

仕事や家事で忙しくし
ている私だけど、希望者
登録制なら、「これなら
できそう」っていう活動
に参加できるわ！

受講者感想より（PTA会長） 受講者感想より（PTA本部役員） 受講者感想より（PTA会員）

また、研修では３つのPTAから実践発表がありました。どの発表からも研修テーマ「より良
いPTA活動を目指してアクション！」の通り、主体的に活動する様子が伝わってきます。

荘内中PTAの
発表へ↓

川面小PTAの
発表へ↓

天城小PTAの
発表へ↓


